アカゲザルおよびニホンザルの飼養標準の確立(III 共同利用研究 2.研究成果) by 大野, 拓夫 & 茗荷, 澄
Titleアカゲザルおよびニホンザルの飼養標準の確立(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)大野, 拓夫; 茗荷, 澄










































Q 千葉 獅 (実技大.歴史)
わがT1のように人口密度の論い国土では.㍊1主刑のは
.Ll.状仏叫ま,天然の箔条件よ`りもこれに捌きかける地城仕
代のmlj効とその程度に作用されて変動するものと予.W.
されるoそこで,太平洋哉争以前の,ニホソザルのmui
が企肘的に焚止されていなかった時期において.地域性
尺のサルに対する捕位の摂極性ならびに捕捉の-)J'法につ
1)木耶兜の結果は,ComP･Biochem･mJJl'07.に禿袈
するために攻柄呼耶中である｡
2)現在の所属:愛班大･医
いて調速した｡今田は昨il'･の西r】ンいこおける調査にひき
つづき,jtH*の各地{･調査した結氷を加えて総括的に
氾JrRする.
捕掛こおける狩机話の心班的抵抗性･
ニホソザルの細粒 (-戟wl)行為は,とくに西日本各地
の狩孤老が忌むところとなっている｡その理由は,サル
を捕殺すると家族に不共者をもつ,負傷する,火災にあ
ラ,･子孫に奇形を遺伝する等々の応報があると考えられ
るためで,ことに-ナレあるいは一匹猿,牝猿などを撃
つことが忌まれている｡
中部地方各地では,西日本のように捕殺を極端に忌む
までには至らないが,単独猟を行なう狩猟者は捕殺を好
まぬ者が大部分である｡その理由は,その死にかたが人
の場合に析似するためで,特に信仰や応報を侶ずる結果
とはいえないo
iJf北地方の狩人は,サルの描穀について心理的あるい
は信仰上の姥懲掛ま極めて乏しいようである.ことに共
同狩猟の切合には抵抗掛まほとんど認められない｡ただ
し,山形爪の一部では一四位に限り,これを殺すと決る
という者があった｡
ニホソザルの川控方式
生きたままの利用と殺しても死作として利用すれはよ
い切合とで.bfもなることはいうまでもない｡珊省は愛玩
m･火映用およびが王妃しの技他な仕込むためで,いずれ
も粒かわなでTInえる｡校話は,殺してm ･皮などを利用
するので,火-Ylは射殺であるが,犬を使うものと使わぬ
ものとがある｡火を使うものは.多くサルを樹上に迫上
げ射照するか竿などで突滞して的殺する.
現在行なわれろ郡れのサル捕殺法は,早抑こ水をのま
ないうち氾uル ,披Z)7するのなまってLi!下;水際などに
追いつめ射幣すむ)]法である.これら2法によって郡れ
を襲撃した切合.数名の火脚こよって1回に5- 6立花以
上を得ることはfdJであったらしい｡したがって,狩汎の
みによって一つの即れな全滅させたという叫例は,その
捕掛こまったく心理的抵抗のない力〔北口水の切合をのぞ
くと,比校的椛であったとJit.bれる.
日本ザルの過剰訓練および反復弁別逆転訓練
に伴なう方略的行動の発達 (その2)
小牧 純爾 (金沢大･法文)
目 的
一辺の2試行課題を訓練の途中と終了時に与え,そこ
での行動を分析し,反復弁別遊転訓練 (SRT)および過
剰訓練 (OT)に伴なう方略的行動の発達を吟味した｡
方 法
6頭のオスのEl本ザルを SRT郡 (官払-1,小豆-
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